
高硬度・耐磨耗・化学反応型セラミックス塗料（3種混合）

立体駐車場床用

Gガードシステム



Gガードシステムとは

特 長

○耐水・耐湿、耐塩水

： 雨や湿度の高い季節や海辺等、季節・場所を問わずご使用頂けます。

また降雪地域で使用される融雪剤（塩化カルシウム等）にも耐えうる強靭な塗膜を形成します

○高硬度・耐磨耗性

： 塗膜が非常に硬く耐磨耗性に優れているので、タイヤレーンにも使用できます。

タイヤレーンの塗膜硬度をさらに高める場合はウルトラメタルハードをご使用ください。

○防汚性・防錆性

： 静電気が発生しにくい低汚性塗料なので防錆性能に優れています。

○速乾性

： 塗装後４８時間（23℃）以上の乾燥で立駐機が使用出来ます。

立体駐車機は屋外に設置されることが多く、雨風にさらされたり、車の出し入れによるタイヤの磨耗等過酷な

環境下で使用される為に防錆力、耐磨耗に優れた塗料が求められます。

Gガードシステムは速乾性、耐水性、耐薬品性、耐磨耗性、耐油性、耐湿性、耐衝撃性に優れた高硬度（３Ｈ

～６Ｈ）の3種混合型ウレタンシリカセラミックス塗料を上塗りに使用し、下塗りに3種混合エポキシシリカセラ

ミックス塗料を使用する事により、優れた防食性を得る事が出来る工法です。

① 主剤に対し専用シンナーを１０％程入れて１～２分攪拌する。

② ①に粉剤をゆっくりと攪拌しながら混ぜる。（５～１０分程度）

※必ず攪拌機をご使用ください。

③ ②に硬化剤を入れ、５～１０分程度攪拌する。

④ 最後に専用シンナーで粘度を調整する。

塗料の混ぜ方

【使用塗料】

■錆に直接塗装で

きる

■ケレンは３～４種

■水性

サビキラーセラコンハードＧＥＰサビキラーセラコンハードＧＥＰサビキラーセラコンハードＧＥＰサビキラーセラコンハードＧＥＰ

20Kg20Kg20Kg20Kgセット＝（セット＝（セット＝（セット＝（14.414.414.414.4 ：：：： 3.63.63.63.6 ：：：： 2.02.02.02.0 ）））） ++++ 10101010～～～～20202020％％％％

主剤主剤主剤主剤 硬化剤硬化剤硬化剤硬化剤 粉体粉体粉体粉体 シンナーシンナーシンナーシンナー

サビキラープロ セラコンハードGEP セラコンハードGUP

サビキラーセラコンハードＧサビキラーセラコンハードＧサビキラーセラコンハードＧサビキラーセラコンハードＧUUUUＰＰＰＰ

20Kg20Kg20Kg20Kgセット＝（セット＝（セット＝（セット＝（12.512.512.512.5 ：：：： 2.52.52.52.5 ：：：： 5.05.05.05.0 ）））） ++++ 10101010～～～～20202020％％％％

主剤主剤主剤主剤 硬化剤硬化剤硬化剤硬化剤 粉体粉体粉体粉体 シンナーシンナーシンナーシンナー

メタルフレーク（顆粒状）が強力な耐久性・耐摩耗性・滑り止め効果の高い塗膜を形成する為

タイヤレーンや摩擦の激しい箇所には最適です。

ウルトラメタルハード



工程 塗料系統 塗料名（色） 塗回数

塗り重ね乾燥時

間（２３℃）

標準塗付量

（㎏/㎡/回）

標準膜厚

（μ/回）

希釈率

（wt％）

施工方法

工程１

3種混合型エポキシ系セ

ラミックス塗料

サビキラーセラコン

ハードGEP

１ ８時間以上 0,25～0,30 60～70 5～10

ローラー・刷毛

エアレススプレー

工程２

３種混合型エポキシ系

セラミックス塗料

サビキラーセラコン

ハードGEP

１ １２時間以上 0,25～0,30 60～70 5～10

ローラー・刷毛

エアレススプレー

工程３

３種混合型ウレタン系セ

ラミックス塗料

サビキラーセラコン

ハードGUP

１ 0.18～0.22 40～50 5～10

ローラー・刷毛

エアレススプレー

○発錆部、エッヂ部、狭隘部に付いては工程１サビキラープロの増塗りを行ってください。

○塗膜は溶接や溶断、焼きなまし等の熱処理によって分解し、発錆しやすくなりますので、焼失部分は塗膜を完全に

除去し、即時タッチアップ施工してください。（この場合膜厚は充分に付けてください）

○塗布量は、被塗物の形状、施工環境、天候等に左右され易いため実際は多少増減があります｡

○サビキラーセラコンハードGEP,GUPの可使時間は６時間以内(２３℃) ですが､被塗物の温度や天候、気温、湿

度により多少前後します。

○塗装環境：温度５℃以上 湿度８５％以下

※保証期間に付いては営業員にご相談ください。

塗装仕様書 （新設）

工程 塗料系統 塗料名（色） 塗回数

塗り重ね乾燥

時間（２３℃）

標準塗付量

（㎏/㎡/回）

標準膜厚

（μ/回）

希釈率

（wt％）

施工方法

素地調整 発錆部、浮き塗膜、劣化膜を電動工具にてケレン除去し粉塵を清掃すること（ケレンが不充分な場合リフティングを起こす恐れがあります） 塩分、油分を除去し完全乾燥する。3種ケレン以上

工程１ サビ転換塗料 サビキラープロ １

８時間以上

１週間以内

0,14～0,18 25～30 0～5

ローラー・刷毛

エアレススプレー

工程２

3種混合型エポキシ系セ

ラミックス塗料

サビキラーセラコン

ハードGEP

１ ８時間以上 0,20～0,25 60～70 5～10

ローラー・刷毛

エアレススプレー

工程３

３種混合型エポキシ系

セラミックス塗料

サビキラーセラコン

ハードGEP

１ １２時間以上 0,20～0,25 60～70 5～10

ローラー・刷毛

エアレススプレー

工程4

３種混合型ウレタン系セ

ラミックス塗料

サビキラーセラコン

ハードGUP

１ 0,18～0,22 40～50 5～10

ローラー・刷毛

エアレススプレー

■注意

塗装仕様書 （改修）

塗料説明

塗料名 容量

混合比

（主剤：硬化剤：粉体）

ポットライフ

サビキラープロ

１６Kg

－ －

４Kg

サビキラー

セラコンハードGEP

２０Kgセット １４．４ ： ３．６ ： ２．０

６時間（２３℃）

５Kgセット ３．６ ： ０．９ ： ０．５

サビキラー

セラコンハードGUP

２０Kgセット １２．５ ： ２．５ ： ５．０

６時間（２３℃）

４．８Kgセット ３．０ ： ０．６ ： １．２

ウルトラメタルハード １５Ｋｇ - -

工 程 塗料系統 塗 料 名 塗回数

塗り重ね

乾燥時間(20℃)
標準塗付量

(kg/㎡/回)
標準膜厚

(μ/回)
希釈率(％)
(重量比) 施 工 方 法

素地調整

発錆部、浮塗膜、劣化膜を電動工具にてケレン除去し粉塵を清掃すること（ケレンが不十分な場合はリフティングを起こす恐れがあります。）塩分、油分を除去し完全乾燥する。3種ケレン以上

（SIS-St3以上）

工程１ 特殊水性錆転換塗料 サビキラープロ １ 3時間以上 0.14～0.18 25～30 0～5 ローラー・刷毛

エアスプレー

工程２ 特殊水性錆転換塗料

サビキラープロ

マーキング部分

タッチアップ処理

１ 8時間以上 0.14～0.18 25～35 0～5 ローラー・刷毛

エアスプレー

工程３

エポキシ樹脂化学反応型

ウルトラハードシリカ・セラミックス

3種混合塗料（溶剤）

サビキラー

セラコンハードGEP １ 6時間以上 0.20～0.25 60～70 5～10 ローラー・刷毛

エアスプレー

工程４

エピキシエステル系メタルハード

コーティング

１液溶剤

ウルトラメタルハード １ 1.00～1.30 800～1300 ローラー・刷毛

エアスプレー

【タイヤレーン】



用 途 （屋内外用）

○立体駐車場

施工における注意事項

①塗装時および塗装の取扱い時は、換気を充分に行い火気は厳禁です。

②塗装時の気温が5度以下、湿度85％以上または充分な換気ができず結露が考えられる場合の塗装は避けてください。

③屋外の塗装で降雨、降雪のおそれがある、または強風時の塗装は避けてください。

④飛散防止のため必ず養生を行ってください。

⑤旧塗膜に発生したかび・藻等は付着阻害をおこす恐れがあるため、必ず洗浄し除去してから行ってください。

⑥発水剤やワックスを使用している床面は付着阻害をおこしますのでワックス剥離剤等で除去し、水洗いをして充分に乾燥させてか

ら塗装してください。

⑦下地表面の油脂や汚れは溶剤等で充分に除去してください。

⑧改修工事にご使用の場合は、旧塗膜の種類によっては溶剤等の影響により旧塗膜を侵し膨れや縮み等の異常が発生する場合

がありますので、旧塗膜の種類をご確認の上塗装仕様をご検討ください。

⑨旧塗膜がエポキシ系、ウレタン系の場合は、ポリシャー・サンダーで表面を目粗しをしてください。

⑩旧塗膜が何度も塗り重ねられて積層されていると、塗膜全体が柔らかくなっている場合があります。この場合そのまま塗り重ねる

と塗膜の物性差によって塗膜割れが発生するおそれがありますのでご注意ください。

⑪軽歩行は塗装翌日から可能ですが（23℃）、車両の走行は3日目から可能です（４８時間空ける）。早期の使用は、塗膜が剥がれ

たり、靴跡、タイヤ跡等の不具合が生じます。

⑫タイヤ止めのエッジ部分にすけが出た場合は増し塗りをしてください。

⑬使用前によく攪拌し、開封後は一度に使い切ってください。

⑭所定のシンナー以外の使用や、薄めすぎるとつや引けやかぶり不良をきたすことがありますのでご注意ください。

⑮硬化が不充分な場合は、シンナーで再溶解する場合があります。

⑯硬化剤は湿気で硬化しますので密栓して貯蔵してください。

⑰製品の安全に関する詳細な内容につきましては、安全データシート（SDS）をご参照ください。

○外部階段 等○駐輪場

施工例

○マンション立体駐車場

販売代理店発売元

製造元

株式会社BAN-ZI  (バンジ)

〒262-0011 千葉県千葉市花見川区三角町118

Ｅ-mail： info@ban-zi.jp   ＵＲＬ： http://www.ban-zi.jp


